
講演題目： 未利用熱エネルギーの革新的活用技術について

講 師 ： 西脇 文俊
略 歴 ： 1978年 神戸大学工学部生産機械工学科卒業（P⑦回生）

1983年 神戸大学大学院自然科学研究科生産科学専攻（博士課程）修了
1983年 松下電器産業（株）［現パナソニック（株）］入社
2020年～ パナソニック（株）退職後 派遣業務として勤務

講演概要
現在、1次エネルギーの大半は有効活用されておらず、エネルギーの大部分が未利用熱として捨てら
れています。この未利用熱をいかに減らすかが我が国にとって重要課題となっています。本講演では
未利用熱の現状、関連研究開発動向を説明するとともに、未利用熱の削減Reduce・再利用Reuse・変
換利用Recycleを促進する技術を開発するNEDOプロジェクト「未利用熱エネルギーの革新的活用研
究開発」、その研究開発各テーマ概要、および活用検討例等を紹介します。

講演項目（案）は以下の通りです。

■ YouTube動画 NEDOプロジェクト紹介
「最新の省エネルギー技術 Vol.8 未利用熱」

■ 未利用熱について
■ 「未利用熱エネルギーの革新的活用技術研究開発」プロジェクトについて
■ プロジェクトの各テーマ概要紹介
■ まとめ
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■未利用熱について
我が国の一次エネルギー供給から消費の過程で利用されることなく環境中に捨てられている熱エネルギーである未利用熱エネルギーとは？、
［参照P3：未利用熱エネルギー革新的活用技術研究組合のホームページ http://www.thermat.jp/ ］
一次エネルギーのうちどの程度が捨てられているのか？、
そして熱の３R（ ①削減、②再利用、➂変換利用）に関する研究開発動向、政策などを説明します。

■「未利用熱エネルギーの革新的活用技術研究開発」プロジェクトについて
未利用熱エネルギーを効果的に①削減、②再利用、➂変換利用するための先進的要素技術開発と、
これらの技術を横断的に取り組む熱マネージメント技術開発を、産学官連携により中長期的・重点的に行い、
環境中に排出される膨大な未利用熱を効果的に削減又は回収して再利用・変換利用することで、
産業分野、運輸分野、民生分野における更なる省エネ・省CO2を促進することを目的とし、
経産省／NEDOプロジェクト（参画企業１５、研究所１．財団１）が2013年度から2022年度に実施されました。
［参照P4：平成２９年度 経済産業省予算関連事業のＰＲ資料 未利用熱エネルギーの革新的な活用技術 ］
［参照 NEDOプロ「未利用熱エネルギーの革新的活用技術研究開発」基本計画 https://www.nedo.go.jp/content/100920036.pdf］

■プロジェクトの各テーマ概要紹介
熱の３R技術として①削減（Reduce：断熱、遮熱、蓄熱）、②再利用（Reuse：ヒートポンプ技術）、
③変換利用（Recycle：熱電変換、排熱発電）するための技術と、熱の３R技術の熱マネージメント技術
の開発を実施されましたので、各テーマ概要を説明します。
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未利用熱エネルギー革新的活用技術研究組合
Thermal Management Materials and Technology Research Association

参考：未利用熱エネルギー革新的活用技術研究組合のホームページ
http://www.thermat.jp/ 
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平成２９年度 経済産業省予算関連事業のＰＲ資料

出典 https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2017/pr/energy/e_sangi_b_17.pdf
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